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須藤昇先生を送る
木 村 英 司
須藤昇先生が、千葉大学文学部心理学講座に助教授として赴任されたのは
１９９５年４月のことであった。以来、須藤先生は２５年間にわたって、千葉大
学で教育・研究の日々を過ごされ、２０２０年３月末日をもってご定年を迎え
られる。
須藤先生は、文学部や大学院でさまざまな委員会の委員長等を務められ、
学部・大学院運営に多大な貢献をされてきた。主だったものだけ挙げても、
２００５年度には文学部教務委員長、２００７年度には行動科学科長、２０１１年度に
は文学部入試委員長、２０１８年度には人文公共学府博士前期入試委員長を務
められている。また、１９９８年度には情報化推進委員長、２００４年度には情報
委員長を務められ、文学部の情報化の推進、学部内情報ネットワークの構築
と維持にとても大きな貢献をされた。こうした委員会活動において、特筆す
べきなのは、その丁寧な仕事ぶりであろう。２００７年度に学科長を務められ
た際には、学科会議のために毎回議案書を用意され、会議の後には議事録を
作成してメールで配布されていた。学科会議に議案書を用意される先生は
時々いらっしゃるが、議事録を毎回作成して配ったのは、これまで（そして
おそらくはこれからも）、須藤先生だけなのではないだろうか。また、どの
委員会に関しても、次の委員会への引き継ぎの際には、丁寧な引き継ぎ文書
を作成されており、その内容が優れていたため、微修正された文書が何年に
もわたって使用されることもあった。特に、初期の頃の情報関連委員会にお
いては、多くの作業マニュアルが、須藤先生が作成されたものだったはずで
ある。こうした丁寧な仕事ぶりは、講座内での委員の引き継ぎでも発揮さ
れ、私が須藤先生から講座の教務委員を引き継いだ際には、休学したり、大
学に出てこなくなっている学生一人一人に関して、その状況やこれまでの経
緯、今後の対処に関する説明を文書でいただき、大変助かった覚えがある。
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文学部の運営に関しては、表には出ない重要な裏方作業もいくつもこなさ
れている。その一つが、校舎改修工事の際の建築委員であった。文学部で
は、２００７年度から２００８年度にかけて校舎改修工事があり、２００７年度に学科
長であった須藤先生は、その間、そして２００８年度においても、建築委員と
して移転作業の調整にあたられた。特に、移転準備にあたっては、各講座の
校舎内利用状況を調べ、それらの使用スペースを改修後の校舎のどこにどう
割り当てるかを、各講座の意向を聞きながら調整しなくてはならなかった。
改修の前後で同じようにスペースが確保できたわけではないので、各講座の
思惑が入り乱れ、他の学科との折衝もあり、調整は相当難しかったはずであ
る。須藤先生は、どのような状況でもにこやかな表情を崩されることがない
ので外からはうかがい知ることはなかったが、かなり大変な思いをされたの
ではないかと思う。このように、須藤先生は、外からはあまり注目されるこ
とはなく大変なだけだが、物事を進める上ではとても重要な仕事を、いくつ
も粛々と着実に遂行されてきた。
須藤先生の千葉大学でのご研究に関して、その中核をなすのは、人間の記
憶に関するご研究で、外界の事物がどのように記憶として表象され、再認さ
れるのかという問題を扱われている。比較的初期のご研究では、学習し、記
憶するべき対象として、人工的に作成され構造性の高い図形刺激セットを用
意し、その刺激セットの記憶特性を明らかにするために数多くの認知心理学
実験を実施された。そしてその実験結果に基づき、「再構成モデル」と呼ば
れる独自の認知心理学的モデルを提案されている。これは、記憶した刺激の
記憶表象と再認のために提示された刺激との照合過程を扱う再認過程のモデ
ルである。その特徴として、刺激の特性が部分的に一致し、相互に関連性の
高い刺激セットに関して、実際には記憶してはいないものの、記憶した刺激
と関連の強い新規刺激に関する記憶表象の生成を可能とすることが挙げられ
る。このモデルは、記銘と再認が関係しあう複雑でダイナミックな記憶の諸
側面の予測と説明を可能にしており、オリジナリティの高い研究であると評
価されている。
記憶に関するご研究は、その後、日常的なシーンを表す視覚図形を用いた
虚再認研究と、市街地内を移動した際の経路学習研究へと展開された。前者
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の研究での虚再認とは、提示された画像に含まれない対象を、誤って含まれ
ていたと答えてしまう現象をさす。この研究では、記憶したシーンには含ま
れていないが、意味的に関連している対象に対する虚再認が検討された。一
連の実験により、視覚刺激の空間的体制化の効果、構成要素を項目として強
調提示することの効果、再認刺激の提示間隔など、虚再認の発生に関連する
実験要因の効果が系統的に検討されている。経路学習研究においては、実際
の、あるいはCGで作成された市街地内を、ある地点から別の地点へと移動
するナビゲーションの際の経路学習過程に関して、経路の順序判断課題やラ
ンドマークの再認課題等を用いて検討された。経路刺激の提示時間や提示順
序の効果、ナビゲーション中の旋回の効果などの検討を通じて、経路の構造
がどのような空間表象として学習されているのかが考察されている。須藤先
生のご研究はいずれも、対象とする認知過程に関して、系統的に実験要因を
操作し、数多くの実験を組織的に行っていくことで、緻密に研究を進められ
るという特徴がある。ご研究は、この他にも、楽器音や純音を合成した複合
音における音色や音高の聞き分け（弁別）に関する聴覚研究、漢字熟語の同
定に及ぼすプライミング研究など、多岐に及んでいる。
学会活動として特筆すべきこととしては、日本認知心理学会でのご活動が
挙げられる。日本認知心理学会は２００２年に設立された比較的新しい学会で
あるが、須藤先生は学会の設立当時から理事を務められ、２００８年５月に千
葉大学で開催された第６回大会では、大会（準備）委員長としてリーダー
シップを発揮され、大会を盛会に導いた。
教育面では、学生の自主性を尊重し、学生の研究テーマが本筋からそれな
いように見守りながら、必要な指導を行うというスタイルであった。須藤先
生の指導の下で、多くの学生は伸び伸びと自分の研究を進めることができて
いた。その一方で、何かでつまずいてしまったり、問題を抱えた学生に対し
ては手厚く指導をされ、卒業が危ぶまれていた学生を何人も、それこそ魔法
のように、卒業までこぎ着けさせていた（一部の教員は、密かにこれを「須
藤マジック」と敬意を込めて表現していた）。他の研究室の学生の研究に対
してコメントされる際にも、枝葉末節ではなく研究テーマの重要な問題点
を、柔らかな口調で指摘されるのが常であった。
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近くで接した須藤先生は、問題解決能力、調整能力に優れ、温厚で、いつ
も笑顔（だが、時としてシニカル）で、とても頼りになる先生であった。私
は、助手であった時も含めると２０年間、同じ心理学講座で過ごさせていた
だいたことになるが、須藤先生が慌てたり、悩んだりしているご様子を見た
ことがない。それどころか、何か問題があって相談にうかがうと、「それは
こうすれば良い」とたちどころに答や解決策を示してくださり、そのいずれ
も外れるということがなかった。実際のところ、相談する内容は講座の将来
構想に関わる問題であったり、問題を抱えた学生の履修計画であったり、は
ては、実験室改修の際の防音室やシールドルームの技術的仕様であったり
と、本当にさまざまであったのだが、なぜか（失礼ながら本当に不思議にな
るくらい）常に答を知ってらっしゃったという印象がある。もちろん、色々
とご存じなのは間違いないとはいえ、実際には、問題になりそうな事柄を事
前に予測され、資料をあたったり、検討・熟考されたりしていたのであろう
と思われる。しかし、その様子は外からはうかがい知れず、まるで「答を
知っていた」かのように見えた、ということなのであろう。
このようにすっかり頼りにしていた須藤先生をお送りするときが来てし
まった。大学を取り巻く昨今の状況を見るに、残される我々としては不安を
禁じ得ないのだが、今は、先生の千葉大学に対する、そして何より文学部心
理学講座に対する長年のご尽力に心より感謝し、お礼を申し上げたい。須藤
先生、私を含め大勢がお世話になりましたこと、本当にありがとうございま
した。千葉大学の雑務から解放された先生の今後のご活躍とご健勝をお祈り
しつつ、できれば今後も折に触れてご助言をいただきたく、あらためてお願
い申し上げる次第です。
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須藤昇先生 略歴
学歴
１９７７年３月 茨城大学人文学部文学科（心理学専攻）卒業
１９７９年４月 北海道大学大学院文学研究科心理学専攻（修士課程）入学
１９８１年３月 北海道大学大学院文学研究科心理学専攻（修士課程）修了（文
学修士）
１９８１年４月 北海道大学大学院文学研究科心理学専攻（博士課程）入学
１９８２年４月 北海道大学大学院文学研究科心理学専攻（博士課程）退学
２００４年６月 博士（文学）（北海道大学）
職歴
１９７７年４月 北海道大学文学部研究生（１９７８．３まで）
１９８２年５月 北海道大学助手文学部に採用（１９９５．３まで）
１９９５年４月 千葉大学助教授文学部に昇任（２００４．１２まで）
１９９６年９月 千葉大学大学院文学研究科（修士課程）授業担当（記憶表象論）
（２００７．３まで）
１９９９年４月 千葉大学大学院自然科学研究科授業担当（高次認知過程論）
（２００７．３まで）
千葉大学先進科学教育センター兼務（２０００．３まで）
２００５年１月 千葉大学教授文学部に昇任（現在に至る）
２００７年４月 千葉大学大学院人文社会科学研究科授業担当（記憶機能論）
（２０１７．３まで）
千葉大学大学院融合科学研究科授業担当（高次認知過程論）
（２０１７．３まで）
２０１７年４月 千葉大学大学院人文公共学府授業担当（記憶機能論・記憶機能
論演習）（現在に至る）
千葉大学大学院融合理工学府授業担当（高次認知過程論）（現
在に至る）
２０１８年４月 千葉大学教授大学院人文科学研究院に配置換（現在に至る）
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国際未来教育基幹兼務（２０１９．３まで）
学会及び社会における活動等
１９８２年４月 日本心理学会員（現在に至る）
１９８３年４月 北海道心理学会員（現在に至る）
２００１年６月 日本基礎心理学会員（現在に至る）
２００２年４月 日本認知心理学会員（現在に至る）
日本認知心理学会理事（２００６．４まで）
２００７年５月 日本認知心理学会第６回大会（準備）委員長（２００８．５まで）
２０１１年４月 日本認知心理学会編集委員（２０１３．３まで）
２０１３年４月 文部科学省大学設置・学校法人審議会専門委員（２０１５．３まで）
２０１５年４月 千葉市稲毛区京成第３団地自治会長（２０１６．３まで）
２０１６年６月 日本認知心理学会第１４回大会総会議長（２０１６．６まで）
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須藤昇先生 主要研究業績
学術論文
接続助詞の接続機能について．（１９８１）．心理学評論，２４⑵，１３７―１５４．（共
著，第２著者）
Goodness Judgment of Compound Configurations.（１９８３）. REPORTS
FROM THE DEPARTMENT OF PSYCHOLOGY HOKKAIDO
UNIVERSITY,１,１―４０.（共著，第２著者）
記憶の新測定法―学習比較法―．（１９８４）．REPORTS FROM THE
DEPARTMENT OF PSYCHOLOGY HOKKAIDO UNIVERSITY, ３,
１―２４.（共著，第３著者）
記憶の新測定法―学習比較法―の妥当性について．（１９８５）．心理学評論，２８
⑷，４９３―５１３．（共著，第１著者）
単純な数字列の反復学習：学習・記憶過程における逆説的下降．（１９８７）．
REPORTS FROM THE DEPARTMENT OF PSYCHOLOGY
HOKKAIDO UNIVERSITY,５,１―２５.（共著，第２著者）
構造を有する刺激セットの学習：記憶表象生成モデルの提案と実験的検討．
（１９８７）．REPORTS FROM THE DEPARTMENT OF PSYCHOLOGY
HOKKAIDO UNIVERSITY,６,１―２６.（単著）
構造を有する刺激セットの学習に関する記憶表象生成モデル．（１９８８）．心理
学評論，３１⑶，３４３―３６２．（単著）
変換可能性概念による幾何学的錯視の定義と分類．（１９９０）．心理学評論，３３
⑵，１４１―１５８．（共著，第２著者）
数字列の反復学習における重複度の効果．REPORTS FROM THE
DEPARTMENT OF PSYCHOLOGY HOKKAIDO UNIVERSITY,１０,
１―１８.（共著，第３著者）
構造性の高い刺激セットの記銘・再認に及ぼす刺激の反復提示の効果．
（１９９１）．心理学研究，６２⑶，１５６―１６３．（単著）
感性についての認知心理学的考察．（１９９２）．REPORTS FROM THE
DEPARTMENT OF PSYCHOLOGY HOKKAIDO UNIVERSITY,１７,
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１―２４.（共著，第２著者）
構造性の高い刺激セットの学習における再認確信度の動的変容．（１９９３）．心
理学研究，６３⑹，３８８―３９５．（単著）
学習・再認に関する記憶表象生成モデルの実験的検証．（１９９４）．心理学研
究，６５⑶，２０６―２１４．（単著）
感性，感性情報処理とその適応的意義．（１９９５）．心理学評論，３８⑶，３５１―
３６７．（共著，第２著者）
形の認知と記憶表象生成モデル．（１９９５）．心理学評論，３８⑷，５０２―５１９．（単
著）
音刺激の異同判断における交差次元間干渉効果．（２０００）．信学技報，SP
２０００―４２，５５―６２．（共著，第２著者）
音刺激の異同判断における交差次元間干渉効果―音色類似性の倍音構成依存
性―．（２００１）．信学技報，SP２０００―１６７，５５―６１．（共著，第２著者）
視覚パターンの同定における形と大きさの干渉．（２００１）．信学技報，HIP
２００１―６４，４７―５２．（単著）
音高・音色の交差次元間干渉効果に及ぼす時間要因の検討．（２００２）．信学技
報，SP２００１―１４５，１―８．（共著，第２著者）
音の認知に及ぼす手がかり妥当性の効果．（２００２）．信学技報，SP２００１―１４６，
９―１６．（共著，第２著者）
その他
学位論文
刺激セットの学習とその記憶表象に関する認知心理学的研究．（２００４．６）．
北海道大学大学院文学研究科学位論文．
著書
マインド・ファイル．（１９９６．５）．第２章 人間と情報（情報処理心理学の
展開）．磯崎三喜年・小野寺孝義・宮本正一・森和彦（編）．ナカニシヤ
出版．pp.２１―３１．
マインド・スペース．（１９９９．５）．第２章 記憶．磯崎三喜年・小野寺孝
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義・宮本正一・森和彦（編）．ナカニシヤ出版．pp.２１―３４．
日常生活からの心理学入門．（２００１．１）．第８章 お母さんの悩み〈テーマ：
学習，思考〉．鈴木由紀生・小川俊樹（編）．教育出版．pp.１１９―１４０．
心理学ガイド．（２００２．４）．第１章２節 心理学の研究法．上村保子・須藤
昇（編）．相川書房．pp.２０―２８．
心理学ガイド．（２００２．４）．第３章２節 心の健康．上村保子・須藤昇
（編）．相川書房．pp.７０―７４．
心理学ガイド．（２００２．４）．第６章 記憶と思考．上村保子・須藤昇（編）．
相川書房．pp.１３０―１５６．
心理学ガイド．（２００２．４）．第７章１節 学習の仕組み．上村保子・須藤昇
（編）．相川書房．pp.１５８―１７０．
基礎心理学入門．（２０１２．５）．第１章 基礎心理学とは．田山忠行・須藤昇
（編）．培風館．p.１―１４．
学会発表
学習・記憶に関する記憶表象生成モデル（小講演）．（１９９４．１０）．日本心理
学会第５８回大会．
視覚パターンのカテゴリー化（シンポジウム，話題提供）．（１９９４．１０）．日
本心理学会第５８回大会．
Organization and Structural Change of a Set of Memory Representations.
（１９９６. ８）. XXVI International Congress of Psychology（Montreal,
Canada）.
刺激間関係を考慮した再認の２過程モデル．（２００５．５）．日本認知心理学会
第３回大会．
視覚的シーンの再認に及ぼす体制化要因の効果．（２００５．９）．日本心理学会
第６９回大会．
視覚的シーンの言語的再認検査における学習項目の対比的効果．（２００６．
５）．日本認知心理学会第４回大会．
視覚的シーンの言語的再認に及ぼす項目強調提示の効果．（２００６．１１）．日本
心理学会第７０回大会．
須藤昇先生を送る
９
２次元的に配置された視覚刺激の言語的再認．（２００７．９）．日本心理学会第
７１回大会．
街路の順序判断に及ぼす時間距離と学習時間の効果．（２００８．９）．日本心理
学会第７２回大会．
進路選択によって学習した経路の順序判断に及ぼす旋回の効果．（２０１０．
９）．日本心理学会第７４回大会．
Hebb数字列の再認における反復効果の時間要因．（２０１１．５）．日本認知心理
学会第９回大会．
Distance Effect On the Order Judgment Between Intersections Learned
Through Driving.（２０１１.８）.５th International Conference on Memory
（University of York, UK）.
ナビゲーションによって獲得される空間情報の想起．（２０１１．９）．日本心理
学会第７５回大会．
視覚的シーンの再認に及ぼす提示様式と関係構造の効果．（２０１２．５）．日本
認知心理学会第１０回大会．
学習項目の再認が意味的関連項目の虚再認に及ぼす効果．（２０１３．５）．日本
認知心理学会第１１回大会．
ランドマークの順序判断に及ぼす整列効果．（２０１３．９）．日本心理学会第７７
回大会．
３DCG映像を用いた経路学習における旋回効果．（２０１４．９）．日本心理学会第
７８回大会．
短期記憶に及ぼす２種の反復効果．（２０１５．９）．日本心理学会第７９回大会．
熟語同定に及ぼすプライミングおよび字順の効果．（２０１６．６）．日本認知心
理学会第１４回大会．
Spatial Information Impairs Memory of Order of Landmarks on Route
Map.（２０１６.７）.３１th International Conference of Psychology／日本心理
学会第８０回大会．
短期記憶の反復検索による長期記憶の促進．（２０１７．９）．日本心理学会第８１
回大会．
視覚的シーンの再認に及ぼすスキーマの効果．（２０１８．９）．日本認知心理学
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会第１６回大会．
経路構造が空間的判断に及ぼす効果．（２０１８．９）．日本心理学会第８２回大会．
事後情報の変化検出が初期情報の再認に及ぼす効果．（２０１９．９）．日本心理
学会第８３回大会．
その他多数
須藤昇先生を送る
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